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マスターポイント規則
1998年１月改定

2004年４月一部改定

2006年 6月改定

2007年 4月一部改定

2009年 4月一部改定

2011年 1月一部改定

2012年 12月一部改定

2017年 4月一部改定

第１章 マスターポイント計算式

第１条 ウィクリーゲームのマスターポイント計算式

マスターポイントは、ゲームのクラス、参加ペア数（競争者数）、ゲームの種類

等を考慮して次の公式で計算する。

① 公式中の記号と係数

Ｋ：クラス係数 クラス１ １

〃 ２ ２

〃 ３ ３

〃 ４ ４

〃 ５ ５

下位のクラスに該当する参加制限がある場合は当該クラスの係数を使用する。

Ｃ：競争者数 インディビデュアルでは参加者数

ペアでは参加ペア数

チームでは参加チーム数

Ｐ：ゲームの種類による係数

ペア、インディビデュアル １

チーム ２

Ｓ：セッション数

Ｐm：チームのメンバー数

Ｇi：各ゲームの１位のＭＰ i=1～ç、４≦ç≦９

Ｍ：１試合で獲得できる最大のＶＰ（勝敗で決定するときは１）

Ｖ：勝ち又は引き分け試合の合計ＶＰ（勝敗で決定するときは勝数）

Ｂ：１試合のボード数

Ｎ：順位

② 計算式

Ｋ×Ｃ×Ｐ×Ｓ N-１
A ウィークリーゲームのマスターポイント＝ ×（０.７）

１００
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Ｋ×Ｂ×Ｖ
B ＶＰまたは勝敗でのチームゲームのマスターポイント＝

１００×Ｍ×Ｐm

Ｇ1＋Ｇ2＋･･･＋Ｇi N-１
C シリーズのマスターポイント＝ ×（０.７）

２

但し、１点をこえない。

第２条 クラブ選手権試合以上の格のマスターポイント計算式

クラブ選手権試合以上の格のマスターポイントはセッションとオーバーオールの

両方を計算する。このマスターポイントは、セクショナル以上２セッション以上の

試合および世界同時大会、ＡＰＢＦ同時大会、通信ゲームのオーバーオールの順位

に対してはレッドポイントで発行する。ブリッジセンター主催ゲームを除くクラブ

選手権試合及びローカル２セッション以上のオーバーオールの順位に対しては２０

％レッドポイント、８０％ブラックポイントで発行する。これ以外はブラックポイ

ントで発行する。

ただし、ナショナル、公式国際試合および特に指定した競技会については、この

計算式を用いず、第13条に定めた規定のポイントを発行する。

① 公式中の記号と係数

Ａ：ゲーム係数

インディビデュアル ０.８

ペア １

Ｂ－ａ－Ｍチーム １

ＳＷＩＳＳ、ＲＲ、ＫＯ １

ＨＴペア １.８

Ｐ：プレイヤ係数

インディビデュアル、ペア ６

チーム（Ｘ人チーム） ４≦Ｘ

Ｘ＝チームの有資格者の人数

Ｒ：レイティング係数

ＣＣＧ １

ＬＯＣＡＬ １.２５

ＳＥＣＴＩＯＮＡＬ ２

ＲＥＧＩＯＮＡＬ ３

ＮＡＴＩＯＮＡＬ ５

ＡＰＢＦ ７

ＷＢＦ ８

その他国際試合 ３

Ｌ：リミッティング係数

Ｌ1 Ｌ2 Ｌ x
Ｌ＝ × ×････×

１６ １６ １６
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Ｌ 1：クラブのクラスによるもの（ＣＣＧだけに適用）

クラス１ １０

〃 ２ １２

〃 ３ １４

〃 ４ １６

〃 ５ １８

※Ｌ3のリミッティングがＬ1のリミッティングを下回る場合、Ｌ1に換

わってＬ3のリミッティングを適用する。

Ｌ2：性別、年齢、所属団体などによる制限

ａ）一般

オープン １６

リミット １４

ｂ）国際試合係数

オープン １６

ウィメンズ １４

シニア １２

ジュニア（-26） １０

ヤングスター（-21） ８

Ｌ3：マスターポイントまたはシードポイントでの制限

a)マスターポイント（ＭＰ）による参加制限

基準ＭＰ 上限 下限 組合せ

制限無し １６ －

１５００ １４ ２８

１０００ １３ ２６ －

７５０ １２ ２４ １４

５００ １１ ２２ １３

３００ １０ ２０ １２

２００ ９ － １１

１００ ８ １８ １０

５０ ７ － ９

２０ ６ － ８

５ ４ － ６

b)シードポイント（ＳＰ）による参加制限

係数 チーム ペア 個人

１３ ８００ ４００ ２００

１１ ６００ ３００ １５０

９ ４００ ２００ １００

８ ２００ １００ ５０

７ １００ ５０ ２５

６ ５０ ２５ １３
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チームのＳＰは上位４人の合計、ペアのＳＰは２人の合計とする

c)その他の制限

ハンディ付 １０

イーブンチャンス １０

表記の上限は未満、下限は以上として扱う

Ｌ4：複数フライトの分割

フライト数 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

２ １８ １０

３ ２０ １１ ８

４ ２２ １２ ９ ６

５ ２４ １３ 10” ８“ ６

６以上 Ａ＝２４ Ｂ＝１４ 最下位フライト＝６

８×（Ｘ－２）
その他中間フライト＝（１４－ ）

Ｙ－２

Ｘ＝Ｘ番目のフライト、Ｙ＝総フライト数

Ｌ5：予選、決勝

予選（４セッション未満） ８

〃 （４セッション以上） １６

決勝 １６

（競争者数は予選参加数、セッション数は決勝＋予選×1/2）

※上記係数はレッドポイントだけに適用

選抜試合 １６

本戦

Ａ：選抜試合優勝相当を対象 ３２

Ｂ：選抜試合上位入賞を対象 ２４

Ｃ：選抜試合入賞を対象 １８

Ｌ6：Ｂ－ａ－Ｍ係数（セッショントップのみに適用）

Ｂ－ａ－Ｍ ８

その他 １６

Ｌ7：平日開催係数（レッドポイント発行のゲームに適用）

平日開催 １２

（期日指定の平日開催ＩＭＰは含まない）

週末及び祝日、休日に開催 １６

Ｌ8：ＩＭＰリーグ

オープン １６*

メジャーⅠ １４

メジャーⅡ １２

シニア １０

マイナー ８

ジュニアⅠ ６
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ジュニアⅡ ４

*単独開催のオープンは１４

社会人メジャー ２２

社会人シニア １４

社会人マイナー １０

社会人ジュニア ６

社会人リーグは他にＬ2係数がかかる

Ｔ：テーブル数

インディビデュアル・ペア・チームとも参加テーブル数

予選・決勝のある決勝ラウンドは予選参加延べテーブル数

Ｓ：セッション係数

１～３セッションの場合、Ｓ＝セッション数

４セッションを越えた場合、Ｓ＝（セッション数－４）÷２＋４

Ｎ：順位係数

チーム戦 Ｎ＝１／順位

ペア戦 １位 Ｎ＝１

２位 Ｎ＝０.７

３位 Ｎ＝０.５

４位以下 Ｎ＝前の順位係数×０.８または（１／順位）の

大きい方

Ｖ：勝ち試合の合計ＶＰ（勝ちチームへの加算ＶＰは除く）または合計勝ち数

Ｍｐ１：直前の１年間で獲得したマスターポイント（小数点以下切り捨て）

Ｍｐ５：直前の５年間で獲得したマスターポイントを以下の式で求めたもの

Ｍｐ５＝直前の１年間で獲得したマスターポイント

＋２年前から１年間で獲得したマスターポイントの１／２

＋３年前から１年間で獲得したマスターポイントの１／３

＋４年前から１年間で獲得したマスターポイントの１／４

＋５年前から１年間で獲得したマスターポイントの１／５

（小数点以下切り捨て）

Ｍｐ：Ｍｐ１とＭｐ５の１／２の多いほう。

Ｒｐ１：直前の１年間で獲得したレッドポイント

Ｒｐ１０：直前の１０年間の獲得レッドポイントを以下の式で求めたもの

Ｒｐ１０＝直前の１年で獲得したレッドポイント

＋２年前から１年間で獲得したレッドポイント×０.７

＋３年前から１年間で獲得したレッドポイント×０.７の２乗

＋４年前から１年間で獲得したレッドポイント×０.７の３乗

＋５年前から１年間で獲得したレッドポイント×０.７の４乗

＋６年前から１年間で獲得したレッドポイント×０.７の５乗

＋７年前から１年間で獲得したレッドポイント×０.７の６乗

＋８年前から１年間で獲得したレッドポイント×０.７の７乗



- 6 -

＋９年前から１年間で獲得したレッドポイント×０.７の８乗

＋１０年前から１年間で獲得したレッドポイント×０.７の９乗

（小数点以下切り捨て）

Ｒｐ：Ｒｐ1とＲｐ10の１／３の多いほう。

ＧＲｐ：現在のレッドポイントの１／２０(小数点以下切り捨て、最大４００)

Ｍ：１試合で獲得できる最大のＶＰ（勝ちチームへの加算ＶＰは除く）、勝敗

で決するときは１

Ｂ：１試合のボード数

② オーバーオール計算式

D

③ セッション計算式（ペア・Ｂ－ａ－Ｍチーム）

E

④ セッション計算式（チーム戦・ＨＴ戦）

F

⑤ シードポイントの計算式

（小数点以下切り捨て、ただしＧＲｐの方が多い場合はＧＲｐ）

第２章 マスターポイント計算の一般規則

第３条 マスターポイント計算の範囲

マスターポイントは小数点以下第３位を四捨五入し２位までもとめるが、０.０１

未満になった時は切り捨てる。

第４条 マスターポイントの限度

マスターポイントは下記上限と下限がある。上限はオーバーオールとセッション

のマスターポイントを別個に適用する。複数セッションのオーバーオールの上限は

下記ポイントの上限値にセッション数をかけたものとするが、第13条に定められた

ポイントを除き１００点を超えることはない。上限を越えた場合は１位のポイント

は上限のポイントとなり、２位以下のポイントはそのポイントから順位係数を乗じ

たものとなる。

上限 下限

ウィークリー及びシリーズ １.００ ０.０１

１

２
Ｍｐ＋Ｒｐ
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クラブ選手権試合 ２.５０ ０.０１

ローカル ３.００ ０.０１

セクショナル ５.００ ０.０１

リジョナル １０.００ ０.０１

ナショナル １２.５０ ０.０１

第５条 マスターポイントを与える範囲の順位

マスターポイントは競争者数の３５％（端数切上）の範囲まで与える。

シリーズゲームはシリーズの対象となったゲームの平均競争者数の３５％の範囲

まで与える。

第６条 同順位のマスターポイント

該当する順位のマスターポイント（小数点以下３位を四捨五入する前のもの）の

平均を与える。

同順位がマスターポイントの与えられない範囲におよんだときは、発行されるも

のと仮定して算出したマスターポイントの平均を与える。

第７条 連盟が発行するマスターポイント

クラブ選手権試合以上の格のゲームのマスターポイントはセッションとオーバー

オールの合計点をすべて連盟から発行する。

第８条 クラブが発行できるマスターポイント

クラブはAまたはBで算出したいずれか多いマスターポイントに加えてCのマス

ターポイントを別個に発行できる。

マスターポイントの発行は各試合ごとの結果に応じフラクショナルマスターポイ

ント証で発行する。

第９条 複合している競技会のマスターポイント

２つ以上の異なる試合形式、採点方式を組合わせた競技会は区別してマスターポ

イントを計算する。

第10条 参加制限をはずれた参加者のマスターポイント

参加制限にはずれた参加者のはいったペアやチームは失格する。しかし、ディレ

クターが運営の都合上参加させたときは、オーバーオールの順位にはいっさい関係

ないが、セッションのマスターポイントだけを与える。

第11条 必要出場回数

試合要項に明記されていない場合、自チームが消化した全試合の５０％以上の試

合に出場していないプレイヤは失格する。不戦勝の試合は任意のプレイヤが出場し

たことにできる。不戦敗の試合は試合数に数えるがチーム全員が不出場として計算

する。

第12条 不戦勝のマスターポイント

組合せの都合上不戦勝になった試合のマスターポイントは与えない。

相手チームの棄権による不戦勝にはマスターポイントを与える。

第３章 ナショナルおよび公式国際試合でのマスターポイント
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第 13条 特定競技会でのマスターポイント

ナショナルおよび公式国際試合において発行されるレッドポイントは、マスター

ポイント規則の計算式によらず、下記の通りの固定値を最上位フライト優勝チーム

またはペアに与える。２位以下のポイントはマスターポイント規則の順位係数によ

り算出する。下位フライトに対しては、規則に定めるフライト係数またはＭＰ制限

係数等を最上位優勝ポイントに乗じたものを優勝者のポイントとし、２位以下は順

位係数により算出する。

国外の試合で年間獲得に加える対象競技会(第14条 )のチーム戦におけるプレイヤ

係数は常に６とする。

ＷＢＦ競技会はＷＢＦマスターポイントから以下の通り算出する

※チーム戦：ＷＢＦマスターポイント（順位に対するポイントのみ、１人あたり）

の４０％をレッドポイントで、勝ＶＰ・勝数によるポイントを計算式によりブラ

ックポイントで発行する。

※ペア戦：ＷＢＦマスターポイントの３０％をレッドポイントで、２０％をブラッ

クポイントで発行する。

※決勝ラウンドにおいてＷＢＦマスターポイントが発行されない場合、当該競技会

でＷＢＦが発行する最下位順位のマスターポイントの６０％をレッドポイントへ

換算する。

※ＷＢＦシニアポイントに関しては、さらに１２／１６の係数を乗じる。

※代表選手権の参加チーム数が少ないときの固定マスターポイントについて

(a)参加チーム数が４チーム以上のときは１００％の固定マスターポイントを発行

する。

(b)参加チーム数が３チームのときは７５％の固定マスターポイントを発行する。

(c)参加チーム数が２チームのときは５０％の固定マスターポイントを発行する。

(d)参加チーム数が１チームのときは固定マスターポイントを発行しない。

競技会名 発行ポイント

（チーム戦はチームあたり、ペア戦は１人あたり）

ＡＰＢＦ選手権 ７２０

ＡＰＢＦコングレス ４８０

ＡＰＢＦオープンペア決勝 ３７.３３

ＮＥＣ杯決勝ＫＯ ３００

ＮＥＣ杯予選ＲＲ ３００

高松宮記念杯・朝日新聞社杯 ４００

藤山杯 ２００

文部科学大臣杯決勝 １６０

文部科学大臣杯地区予選

１次予選を含む３日間以上 ２００（１次予選は計算式を使用）

２日間 １００
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１日 ５０

横浜ＳＲＲ＆スイスチーム １６０（予選は計算式を使用）

横浜スイスチーム １００

玉川高島屋Ｓ・Ｃ杯 １７５

日本リーグ１部 ３２０

２部 １６０

クラブリーグ１部 １００

２部 ５０

３部 ３２

４部以下がある場合は２部が５０点、最下位が３２点として等差

をとる

横浜オープンペア

（ＮＥＣ杯が併催の場合） ２５

（ＮＥＣ杯が併催されないの場合） １６．６７

任天堂杯・山口知也杯 ３３.３３

ブルーリボン杯 ５０

レッドリボン杯 １２.５０

外務大臣杯決勝 ２６.６７（予選は計算式を使用）

高松宮妃記念杯・全日本女子ペア選手件決勝

２３.３４（予選は計算式を使用）

第14条 年間獲得ポイントに加算する国外競技会

国外の試合で獲得したマスターポイントを年間獲得ポイントに加える対象競技会

は、原則として下記のＡＰＢＦ及びＷＢＦの公式戦に限る。その他の競技会で獲得

したマスターポイントは、年間獲得ポイントには加算せず、合計ポイントに加算す

る。

・ＡＰＢＦ選手権、アジアカップ、コングレス、オープンペア

・バミューダボウル、ベニスカップ・シニアボウル・トランスナショナルチーム

・世界チームオリンピアード・トランスナショナルミクストチーム

・世界ブリッジ選手権（ローゼンブルム、マコーネル、シニアチーム／ペア、オー

プン／ウィメンズ／ミクスト／ＩＭＰペア）

・世界ユースチーム選手権／世界ユース選手権／世界大学選手権

第４章 海外でのマスターポイント

第15条 海外のマスターポイントの移籍

会員・会友がＷＢＦ傘下各組織で獲得したマスターポイントは、規定の換算比

よりブラックポイントとして移籍できる。
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第 16条 みなしマスターポイント

ＷＢＦ傘下各組織での獲得したマスターポイントは、みなしマスターポイント

として競技会の参加制限の対象となる。マスターポイント制度の無い国でのブリ

ッジ経験者には、次の表のもとにみなしマスターポイントとする。またみなしマ

スターポイントに応じてみなしシードポイントを以下の通りとする。みなしマス

ターポイントとＪＣＢＬのマスターポイント、シードポイントは多い方を優先す

る。

レベル みなしマスターポイント みなしシードポイント

代表 World Class 5000～ 400

熟練 Expert 1000～ 4999.99 150

上級 Advanced 300～ 999.99 50

中級 Intermediate 100～ 299.99 15

初級 Beginner 20～ 99.99 5

入門 Novice 0～ 19.99 0

第５章 マスターポイント規則の改定

第17条 当規則の改定は競技委員会の議決後、理事会の承認を経て発効する。


